
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様には、日頃から本会の運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

全苗連は昭和 25年 8月 15日に創立総会が開催されてから 75年の月日が流れました。そして、

この三四半世紀の間、森林整備の基礎資材である優良な苗木の安定供給に努めてきたところで

す。 

現在、我が国で戦後造成されてきた人工林の多くが収穫期を迎えています。「伐って（きって）、

使って、植える」という森林を循環的に利用していくことで、林業に活力を取り戻し、更には、

2050年カーボンニュートラルの実現にも寄与していくこととなります。 

造林事業の推進に支障が出ることのないよう、我々生産者は、優良な種苗の増産体制を築く必

要があります。 

また、花粉症対策については国をあげて取り組むこととなり、昨年暮れに成立しました令和７

年度補正予算でも花粉の少ない苗木の生産拡大が求められています。 

 

私たちは、これまでの経験・実績・技術に基づき、品質の保証された優良な苗木を安定的に供

給していくことに大きな使命感を持っており、連携して対応していかなければなりません。 

まずは、都道府県単位での需要と供給の完結を目指す必要があります。そのためには、国や都

道府県、研究機関、そして需要者の方々とスクラムを組んで、森林整備の基礎資材である優良な

苗木の安定供給と後継者が困らない苗木生産経営を目指すことが肝要です。 

最後に、今年が皆様にとって飛躍の年であるようご祈念申し上げますとともに、さらに本会へ

のご支援とご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。 
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新春を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 

全国山林種苗協同組合連合会及び会員の皆様におかれましては、清々しい新年をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。 

また、日頃より優良種苗の安定供給や苗木生産技術の高度化に御尽力いただいておりますこ

と、さらには、森林・林業行政について特段の御理解と御協力をいただいておりますことに厚く

御礼申し上げます。 

 

さて、先人の努力により戦後造成されてきた人工林の約６割が 50年生を超え、利用可能な資

源となっており、これを「伐って、使って、植えて、育てる」森林資源の循環利用を確立し次世

代に引き継いでいくことが重要です。近年、地球温暖化や生物多様性といった地球規模の環境問

題が注目される中、これらの課題は森林が大きく関わっており、多くの企業が森林の循環利用に

関心を持ち協力したいと考えてくれています。このような流れも追い風にしたいと考えておりま

す。 

川上については、森林所有者の高齢化や世代交代、不在村化等により森林経営への関心が薄れ、

境界が不明確になるなどの課題に対処し、森林の健全な管理・経営を確保すべく、本年４月に改

正森林経営管理法が施行される予定です。この改正における、地域の関係者が森林の将来像を共

有し、経営管理の集約化を進める新たな仕組の導入により、健全な森林が次世代に引き継がれる

ことを目指します。 

 

また、森林の循環利用に欠かせない国産材の需要拡大に向けては、人口減少社会を迎える中、

木材需要の多くを占めてきた住宅分野での木材の利用促進に加え、非住宅・中高層建築物の木造

化・木質化を進めることが重要です。林野庁では、特に企業の社屋や店舗など非住宅分野での木

材利用を進めるべく、昨年 10月から、自治体や企業による木材利用の促進とその効果の「見え

る化」を進める、「『森の国・木の街』づくり宣言」に参画する方の募集を行っています。 

 

このような施策とあわせ、人工林資源の循環利用に向けて、路網の整備や再造林の省力化・低

コスト化、スマート林業の推進、原木・木材製品等の生産体制の強化、ＪＡＳ構造材やＣＬＴの
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活用による木材の需要拡大、多様な担い手の育成・確保など、総合的な取組を進めてまいります。

引き続き花粉症対策についても、スギ人工林伐採重点区域におけるスギ人工林の伐採・植替えな

どの取組を進めます。 

 

特に、林業の出発点とも言える林業用種苗の生産については、花粉の少ない苗木や特定苗木な

ど、優良な種苗の安定供給を一層進めるため、苗木生産技術向上のための研修やコンテナ苗の生

産施設の整備等への支援に加え、新たに苗木生産における省力化・生産性向上の取組への支援に

も取り組み、生産者の皆様の取組を後押ししてまいる所存です。 

 

さらに、本年は森林・林業基本計画の変更年です。現行基本計画に基づく施策の実績や森林・

林業・木材産業の現状を踏まえ、本年６月頃を目途に新たな基本計画を策定すべく、確実な再造

林や生物多様性・林地保全に配慮した森林整備、木材の価値を最大化する流通・加工、都市等に

おける木材利用の拡大、林業・木材産業の持続可能性やコスト構造に関する情報の伝達・共有な

どを主な論点として検討を進めています。森林・林業・木材産業には様々な課題がありますが、

課題の先には大いに可能性があると考えています。森林・林業・木材産業の未来に希望を持って

いただける基本計画となるよう、現場からの意見も踏まえながら検討を進めます。 

 

林野庁としては、これらの取組を通じて森林・林業・木材産業を持続的に発展させ、また、我

が国に暮らす全ての皆様が、林産物の供給、国土の保全、水源の涵養、二酸化炭素の吸収、生物

多様性の保全など森林の有する多面的機能の恩恵を末永く享受できるよう、民有林・国有林が一

体となり日々邁進していく所存です。 

 

昨年の大阪・関西万博では、「大屋根リング」や各国のパビリオンなど、多くの木材が利用さ

れ、森林の循環利用が将来の人類の課題解決につながるという強いメッセージが発せられまし

た。 

来年 3月には横浜市で GREEN×EXPO 2027が開催されます。花きや園芸に留まらず、緑により

カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミー、ネーチャーポジティブなどの地球課題を解決

することがコンセプトになっており、ここでも森林の循環利用の重要性が発信されることになる

でしょう。 

 

このような、森林の循環利用を実現するためには、優良種苗の安定供給が不可欠であり、本年

も、貴連合会の皆様の御協力をお願いするとともに、ご活躍をご期待申し上げます。 

結びに、本年が、皆様一人ひとりにとって、実り多き素晴らしい一年になりますよう、心より

お祈り申し上げます。 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

令和 8年の年頭にあたり、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 

全国山林種苗協同組合連合会及び会員の皆様におかれましては、日頃より優良種苗の安定供給

に御尽力いただき厚く御礼申し上げます。 

 

我が国は、国土の約 7割を森林が占める世界有数の森林国です。その森林において戦後に造林

された人工林資源が今、まさに利用期を迎えています。 

林野庁としては、「伐って、使って、植えて、育てる」という森林資源の循環利用のサイクル

を確立し、地域の林業・木材産業の持続的な成長発展と 2050年ネット・ゼロに貢献するため、

「森の国・木の街」の実現に取り組んでいるところです。 

 

森林の有する多面的機能の持続的な発揮のためには、主伐後の再造林を確実に実施し、健全な

森林を育てることが重要です。再造林を推進するため、造林にかかるコストや労力の低減に向け

て、植栽適期が広く伐採と造林の一貫作業にも適したコンテナ苗や下刈り回数の縮減の鍵となる

成長に優れた特定苗木を活用した省力・低コスト再造林を進めることとしています。 

コンテナ苗については、各地の生産者のご協力により、最近では苗木生産量全体の約５割を占

めるまでとなっています。 

 

特定苗木の活用については、令和３年５月に農林水産省が策定した「みどりの食料システム戦

略」において、「2030年までに林業用苗木の３割、2050年までに９割を目指す」こととしており、

その達成に向けて特定苗木の増産を計画的に進めているところです。 

これらに加えて令和５年には、花粉症問題の解決に向け政府一体となって取り組むため、「花

粉症対策、初期集中対応パッケージ」が決定され、花粉の少ない苗木の生産拡大等に集中的に取

り組んでいるところです。 

 

花粉の少ないスギ苗木については、スギ苗木に占める生産割合を令和３年度の５割から令和

15年度に９割以上に引き上げることを目指しておりますが、各地の生産者のご協力により令和

５年度においては６割を占めるまでとなっています。林野庁としては、昨年度に続き、官民連携

新年の御挨拶 
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し短期的かつ集中的に花粉の少ないスギ苗木の増産を進めるため、令和７年度補正予算において

採種園・採穂園やコンテナ苗生産施設の整備及び苗木生産における労働力確保への支援のための

予算を措置したところです。 

 

また、令和８年度に向けて、生産技術の向上等に関する研修の開催等への支援に加え、育苗期

間の短縮や省力化等につながる取組への支援、大苗の活用などによる造林から下刈りまでのトー

タルコストや労力の縮減の取組への支援について新たに盛り込んだところです。 

 

優良な種苗の生産は健全な森林を育成する始まりであり、将来にわたる林業の経営コストに長

く影響を及ぼすものです。森林資源を次世代につなげていくためにも、豊富な知見と技術を有す

る貴連合会や会員各位の役割も益々重要となっております。 

皆様方におかれましては、これら社会のニーズを踏まえて、森林所有者等から求められる優良

な種苗の生産拡大と安定供給に更なる御尽力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本年が、貴連合会及び会員の皆様にとって、幸多きものとなりますよう御祈念申し上

げます。 

 

 

 

 全苗連・苗組の行事予定 

 

１月５日  賀詞交換会（日本林業協会）（航空会館） 

２月３日  令和７年度第２回中央需給情報連絡協議会(日本木材総合情報センター) 

２月１３日  令和７年度新たなコンテナ苗生産技術等事業第 2回検討委員会(日本森林技術協会) 

【令和 8年度】 

４月上旬     令和 7年度優良種苗生産推進対策のうち苗木生産技術の向上等事業林野庁報告 

４月上旬   全国山林苗畑品評会三次審査(全苗連事務室) 

４月中旬   全苗連正副会長会議(全苗連事務室) 

４月（調整中）   第１０回全苗連生産者の集い実行委員会（秋田市） 

４月下旬   全苗連監査会(全苗連事務室) 

５月８日   全苗連理事会（ホテルメトロポリタン エドモント飯田橋） 

５月１７日   全国植樹祭（愛媛県） 

５月２２日   全苗連通常総会（ホテルメトロポリタン エドモント飯田橋） 

９月３～４日    第１０回全苗連生産者の集い（秋田市） 

    

 


